
令和元年度「体験の里」日高から体験の風をおこそう運動実行委員会主催事業 
バレーボールスキルアップセミナー 

開 催 要 項 
 

１．主  催 「体験の里」日高から体験の風をおこそう運動実行委員会 
（事務局：国立日高青少年自然の家） 

 

２．共  催 日高バレーボール協会・日高小学生バレーボール連盟 
 

３．後  援 日高町・日高町教育委員会 
 

４．特別講師 成田 郁久美 氏（元全日本代表選手） 

 

５．期  日 令和元年１１月２３日（土・祝）～２４日（日） 
 

６．会  場 国立日高青少年自然の家・日高町総合体育館 
 

７．参加資格 (１)北海道内に設置されている小学校に在籍していること。 
(２)北海道小学生バレーボール連盟に単一チームとして登録済であること。 
(３)傷害保険に加入していること。 

 

８．日  程 

１１月２３日（土・祝） 
１３：００       開場 
１３：３０       開会式          
１３：４５～１４：４５ バレーボールクリニックⅠ  
１４：４５       監督会議 
１４：４５～１８：００ 交流試合 
１８：００～１９：００ 夕食            
１９：００～２０：００ バレーボールクリニックⅡ  
２０：００～２１：３０ 入浴 

１１月２４日（日） 
６：４５～ ７：１５ バレーボールクリニックⅢ  
７：３０～ ９：００ 朝食・宿舎点検 
９：００～１３：００ 交流試合〔決勝〕 

１３：００～１３：３０ バレーボールクリニックⅣ 
１３：３０       閉会式 
１３：４５       解散 

  

９．種  目 小学生の部女子チーム（男女混合チームの参加も可） 
 

１０．チーム編成 （１）交流試合のチーム編成は、監督・コーチ・マネージャー各１名、選手１２

名以内の登録とする。監督は成人であること。監督の２チーム兼任は認め

ない。 
        （２）クリニックについては、登録選手１２名以外の参加も認める。 
 

１１．競技方法 参加チーム数によりトーナメント戦またはリーグ戦を行う。 



[申込・問い合わせ先] 

〒０５５－２３１５ 沙流郡日高町字富岡 

Ｔｅｌ：０１４５７－６－２３１１ Ｆａｘ：０１４５７－６－３９３４ 

Ｍａｉｌ hidaka-hp@niye.go.jp 

 

１２．競技規則 令和元年度㈶日本バレーボール協会の定める６人制競技規則による。ただし別に

定める小学生バレーボール・フリーポジション制を用い、２１点のラリーポイン

ト制を採用し、第３セットを１５点とする。 
 

１３．大会使用球 人工皮革軽量４号球カラーボール（モルテン）を使用する。 
 

１４．表  彰 １位から３位まで表彰し、盾を授与する。 
 

１５．チーム参加料 ２，０００円（当日、受付にてお支払ください。） 
※大会会場までの旅費・宿泊費等については、すべて参加者負担とする。 
■宿泊費 

小学生 2,040 円 
（内訳 シーツ洗濯料 300 円 食費 11/23 夕 690 円 11/24 朝 480 円 昼 570 円(弁当)） 

引率者・保護者 2,070 円 
（内訳 シーツ洗濯料 300 円 食費 11/23 夕 710 円 11/24 朝 490 円 昼 570 円(弁当)） 

★応援の選手、保護者も宿泊可能〔選手を含めて１チーム 30 名程度まで〕 
 

１６．募 集 チ ー ム 先着１２チーム 

 
１７．申  込 募集開始：１０月２５日（金）  募集締切：１１月１２日（火） 

別紙参加申込書に記入し、FAX またはメールにて下記宛に申し込むこと。 
         
１８．組 合 せ  (１)交流試合は、事務局抽選とする。 

(２)交流試合決勝は、交流試合の結果による枠指定とする。 
 ※原則女子チーム・男女混合チーム一緒に試合を行う。 

ただし、申込状況によっては変更する場合があります。 

 
１９．主要役員 大会長    中 田 和 彦（「体験の里」日高から体験の風をおこそう運動実行委員長） 

大会委員長 高 橋 克 徳（日高バレーボール協会理事長） 
競技委員長 鈴 木  満 （日高バレーボール協会） 
審判委員長 小 瀧 健 二（日高バレーボール協会） 
 

２０．そ の 他  (１)参加申込書は、期日厳守のうえ送付のこと。 

(２)監督 

会議、開会式には、必ず参加のこと。 

(３)監督・コーチ・マネージャー章は各チームで用意し、必ず左胸に着用すること。 

(４)選手の背番号は、１番から１８番までのものを原則とする。 

(５)各会場の移動は、各チームで行うものとする。 

(６)各チームの応援の選手、保護者も宿泊することができる。  

 

事務局：国立日高青少年自然の家（担当：大瀧・横山） 

 


